
主担当 評価の観点 達成度判断基準
児童の
評価

保護者の
評価

地域の方
の評価

教員の
評価

達成度
（判定）

後期の方向性
（改善計画等）

学校運営協議会委
員による意見

授業において「主体的に
学びを深める工夫」を意
識して指導している。

教職員アンケートで８０％以上

100% Ａ

校内研究会や週案の取組、４学級の研究授業を通し
て、職員全員で学校研究を進めることができた。２学
期に向けて取組の振り返りを行い、評価改善を行って
いく。

自分の考えを友達に伝
えることができる。

児童アンケートで８０％以上

93% Ａ

一人一人が発言する場がどの学級も確保されてい
る。今後は、児童に自分の考えを最後まではっきり話
すことを意識させていく。

イ タイムマネジメント
を意識し，「振り返
り」や「適用問題」
の時間を確保す
る。

授業において，「振り返
り」や「適用問題」の時間
を確保している。

教職員アンケートで８０％以上

100% Ａ

本時のねらいを明確にし、導入は短く、タイムマネジメ
ントを意識して授業を進められた。授業作りにおいて、
特に児童の発言を予想しておくことを大切にしていき
たい。

ウ より主体的な学習
となるために１人１
台端末を効果的に
活用したＩＣＴ教育
の実践推進

G
I
G
A
担
当

１人１台端末を活用した
授業を計画的に行ってい
る。

１人１台端末を活用した授業を
週に１～２回以上行っている

60% C

後期は端末の活用を促すために、先生方に「オクリン
クプラス」の活用を求める。児童が端末の使用を効果
的な場面で選択できるように、教師が意図的に使用す
る機会をつくる。そのために、どんな活用ができるか
紹介する。

エ 家庭学習の習慣づ
けを図る。（１０分
×学年）

学年に応じた家庭学習
の仕方が定着し，進んで
取り組んでいる。

「自分の決めた学習時間を守っ
て学習している」
児童・保護者アンケートで８０％

88% 81% Ａ

「自分のめあて」「目標時間」を意識する児童が増え
た。２学期も家庭学習がんばりカードを活用し学習習
慣が身に付くように指導する。また、家庭学習の意義
についても適宜児童や保護者に伝え、家庭学習の意
識を高めていきたい。

オ 読書に親しむ習慣
化を図る。

朝読書や学年に応じた
必読書を設定すること
で，本を読む習慣をつ
け，質の高い本を読んで
いる。

年間　次の数値以上
低学年は１５０冊
中学年は１００冊
高学年は８０冊 43%

年度途中
のため、
判断でき
ない。

前期の目標冊数をほとんどの児童が達成できた。読
書することが習慣化していると言える。後期は、児童
が目標に対してどれくらいの本を借りているのか確か
めるために、「読書の大ずもう」の掲示物を用いて、達
成感や見通しをもてるよう教職員で声かけしていく。

教職員アンケートの結果が９
０％以上

100% Ａ

いじめにつながりそうなことは機会を逃さず指導し、何がダメなのか、どう
してダメなのかをしっかりと納得できるように考えさせていく。いじめが疑
われる場合は、管理職、生徒指導担当などへの『報告・連絡・相談』を確
実に行うと共に、事実確認や情報収集を適切に行い、組織的な対応を意
識していく。

児童:「いじめはどんな理由が
あってもいけないと思う」「いじ
めをしていない」が９０％以上 100% Ａ

いじめに関しては継続して積極的認知を行っていく。また、いじめだけで
なく、学習面、生徒指導面、特別活動面など、いろいろな角度から原因を
洗い出し、児童が「楽しい」と感じられる機会を増やしていく。各部と連携
し、さらに児童主体の取組を充実させていくことで、自己肯定感や自己有
用感の向上を目指す。

保護者：「学校のいじめの未然
防止や早期発見の取組が伝
わってくる」が８０％以上 86% C

いじめアンケートを、今年度は年間で２回持ち帰りで
実施する。保護者にも一緒に取り組んでもらうことで、
未然防止・早期発見の効果を高めていきたい。

イ あいさつを通して
他者とのよりよい
関わりを持たせ
る。

学校内で出会った人にあ
いさつができる。

児童・教職員アンケートの結果
が９０％以上

95% 92% Ａ

年度当初から低学年のあいさつがとてもよい。よい姿に影響を受け、学
校全体のあいさつもよくなってきた。今後さらによい姿が広まっていくよう
にしていきたい。
地域の方へのあいさつは、地域によって差が見られる。高学年が中心と
なって、誰にでも自分からあいさつができる大海っ子となるよう、指導を継
続していく。

ウ 配慮を要する児童
への指導，支援の
在り方（ＳＳＲの運
用等）の共通理解
を図る。

配慮を要する児童に対し
て，組織的に取り組めて
いる。

教職員アンケート「特別支援
コーディネーター及び体制を有
効に活用している」の結果が９
０％以上 91% Ａ

配慮を要する児童への指導や支援の仕方について教職員間で情報交
換を行い、日々の指導に生かしていく。不登校児童の保護者と面談を行
い、今後の方向性をそろえながら関わりが切れないようにしていく。また、
特別支援教育や生徒指導に関する校内研修会を計画的に実施するなど
して、指導の仕方や支援の在り方について共通理解を図っていく。

児童:「道徳の授業で，内容項
目について考えている」が８
０％以上 97% Ａ

教職員：「道徳では，年間指導
計画に基づき，計画的に授業
を行っている」が１００％ 100% Ａ

養護教諭と連携して，食
育や視力低下防止の授
業及び活動を推進してい
る。

児童・保護者アンケート「朝食
を食べている」が８０％以上

98% 100% Ａ

「早寝・早起き・朝ご飯」，
または「視力低下防止」
を意識して生活できる。

学校独自の「はっぴ～貯金」の
調査で「テレビ・ゲーム・ＳＮＳ
の時間に関する家のルールが
守れた」が５日間のうち４日でき
たが８０％以上

92% Ａ

イ 「体力づくり１校１
プラン」による体力
と運動能力の向上
を図る。

各学年で，スポチャレに
取り組んだり，苦手種目
を意識した活動を取り入
れている。

教職員アンケートの実施で８
０％以上

100% Ａ

どの学年も目標を設定して、スポチャレに取り組んで
いる。
企画運営委員会が中心となり、全校が楽しく運動する
機会を設ける。

4

教職員
の働き
方改革
の推進

ア 各種会議・行事等
の取組の工夫，業
務の平準化によ
り，組織的運営を
推進する。

教
務
部

県全体で行っている勤務
時間調査における勤務
時間が昨年度を下回る。

勤務時間調査
時間外勤
務
時間
40.3ｈ
※６月

Ａ

日課の見直しや会議等の精選を行ったことにより、ゆ
とりが生まれ、勤務時間内の教材研究の時間が確保
できている。

教職員の働き
方が改善して
いるのは、児
童・教員の双方
によいことだと
思う。

総合的な学習や生活科
等で地域の素材や人材
を生かした授業を行って
いる

教職員アンケートの実施で９
０％以上

100% Ａ

総合的な学習や生活科
等で地域の学習に楽しく
取り組んでいる。

児童アンケートの実施で８０％
以上

97% Ａ

イ 「学校運営協議
会」の効果的な運
用，学校関係者評
価を生かした学校
経営を実施する。

家庭や地域との連携に
際し，積極的に学校コー
ディネーターや学校運営
協議会を活用している。

教職員アンケートで８０％以上
委員アンケートの実施で８０％
以上

96% 100% Ａ ・学校運営協議会で出た意見や評価を基に、よりよい
学校になるように、取組を考え実行していく。
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経営目標 取組内容

1

確かな
学力の
育成

ア 「主体的に学びを
深める工夫」を研
究の重点とし，個
別最適な学びと協
働的な学びの一体
化を推進する授業
づくりに努める。

学
習
指
導
部

タブレット端末
の活用につい
ての達成度が
低いのは、児
童数が少なく、
「協働学習」や
「意見交流」等
の場面での効
果が感じにくい
からではない
か？大海小の
実態に合わせ
て効果的な端
末の活用法を
考えていってほ
しい。
→試行錯誤の
場面で活用し
たり、表・グラフ
の作成などを
使って情報を
伝えたりするな
ど、より効果的
な場面でタブ
レットが活用で
きるよう努めて
いきたい。

学
習
指
導
部

2

いじ
め，不
登校や
問題構
造の未
然防止
と特別
支援教
育の充
実

ア いじめや問題行動
の早期発見・早期
対応・事後の確
認，継続指導（観
察）を徹底する。

生
徒
指
導
部

いじめは、早
期発見が大
切。チーム大
海でがんばっ
て欲しい。何
か対策はして
いるのか。
→ひとりでは
判断しない。
いじめ問題対
策チームで、
相談を密にし
て、対応でき
るようにして
いる。
あいさつはと
ても大切だと
思う。グッドマ
ナ ー キ ャ ン
ペーンの時に
集団登校の
様子を見守っ
たが、やはり
あいさつの返
事が少ないと
感じた。

エ 豊かな心をはぐく
む道徳教育の充
実を図る。

道徳の授業を通して，道
徳的な判断力，実践力
が高まっている。

どの学年も計画的に授業を進めている。
後期は、各クラスで道徳だよりを発行することや、年１
回程度授業公開することを共通理解し、道徳教育の
取組を発信していく。

問題行動が起きる前に，
児童と積極的に関わり，
生徒指導主事を中心とし
たチーム対応で家庭と連
携を図り，問題解決がで
きるようにしている。

朝食について保健指導を実施する。食べていない児
童には個別指導実施する。
やせ、肥満傾向の児童に関して、保護者や本人と話を
し、体格の変化に気をつけながら様子をみる。
メディアの利用の仕方によって、視力低下や生活リズ
ムの乱れにより、学校生活においても集中力低下や
体調不良につながることもあるため、ハッピー貯金の
取組と合わせて継続的に保健指導を実施。また、より
よい生活習慣の継続・定着のため、保護者との連携を
大切にする。

ゲーム・SNSの
時間に関する
ことは、保護者
の意識次第だ
と感じる。保護
者の向けの講
演会を実施して
啓発に力を入
れていかない
と、児童の意識
は変わらない。

5

コミュ
ニティ
スクー
ル事業
の推進

ア 地域素材を生かし
た学習に積極的に
取り組む。

教
務
部

学
校
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

教育課程と照らし合わせながら、大海の特色を生かた
活動となるよう、計画的に学校コーディネーターと調整
を進めていく。さらに体験活動のめあてを明確にし、児
童が主体的に活動に臨めるようにする。体験活動でお
世話になった方にお礼の手紙を書いたり、体験で学ん
だことをまとめた成果物を見てもらったりすることで、
体験を通した自己の成長を実感できるようにする。

市のPTA大会
の際、大海小
の PTAと地域
の活動がとても
よいと他の学
校から褒めて
いただいた。豊
かな自然環境
の中で児童が
育っている。今
後は、この大海
の人や地域の
よさを生かした
活動を発信して
いけたらよいと
思う。

3

生活習
慣の定
着と運
動能力
の向上

ア 家庭と連携し，生
活習慣の定着を図
る。（早寝・早起き・
朝ご飯，視力低
下）

保
健
安
全
部


